
各 

位 

炎
鵬
関
石
川
県
後
援
会
設
立
趣
意
書 

 

謹
啓 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
炎
鵬 

晃
（
本
名 

中
村 

友
哉
）
関
は
、
石
川
県
金
沢
市
に
生
ま
れ
、
小
学
校
か

ら
相
撲
を
始
め
ま
し
た
。
金
沢
市
立
西
南
部
中
学
校
を
経
て
、
金
沢
学
院
東
高
校
（
現 

金

沢
学
院
高
校
）
に
進
学
し
、
高
校
相
撲
金
沢
大
会
で
個
人
３
位
入
賞
、
そ
の
後
、
進
学
し

た
金
沢
学
院
大
学
で
は
世
界
相
撲
選
手
権
大
会
の
軽
量
級
で
２
連
覇
を
は
じ
め
、
西
日
本

学
生
相
撲
選
手
権
大
会
で
団
体
、
個
人
で
初
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。
平
成
二
十

九
年
３
月
場
所
で
初
土
俵
を
踏
み
、
所
要
六
場
所
で
新
十
両
に
昇
進
（
史
上
最
速
タ
イ
）
、

令
和
元
年
５
月
場
所
に
お
い
て
新
入
幕
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

大
学
ま
で
郷
土
石
川
で
精
進
し
、
今
、
小
さ
な
体
で
角
界
に
挑
戦
し
て
い
る
若
者
を
応

援
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
炎
鵬
関
石
川
県
後
援
会
を
設
立
い

た
し
ま
す
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
趣
意
に
ご
理
解
・
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
炎
鵬
関
石
川
県
後

援
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

謹
白 

 

【
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
】 

〇
後
援
会
費 

年
会
費 

一
口 

一
万
円
（
何
口
で
も
結
構
で
す
。） 

〇
関
取
の
必
要
な
も
の
を
援
助
し
て
い
き
ま
す
。 

〇
各
会
員
に
、
番
付
表
（
年
六
場
所
）
を
送
り
ま
す
。 

〇
各
会
員
に
年
に
一
度
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
り
ま
す
。 

〇
可
能
な
限
り
、
年
に
一
度
、
関
取
を
囲
み
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

〇
各
会
員
に
年
に
一
度
、
事
業
報
告
と
収
支
決
算
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
元
年
六
月
三
十
日 

炎
鵬
関
石
川
県
後
援
会
代
表
幹
事 

金
沢
学
院
大
学 

相
撲
部
長 

水
洞 

幸
夫 

 

事
務
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〒
九
二
〇
‐
一
三
九
二 

金
沢
市
末
町
一
〇 

金
沢
学
院
大
学 

総
務
部 


